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平成 17 年３月期  第３四半期財務・業績の概況（連結）     平成 17 年２月 10 日 
 

上場会社名 ツインバード工業㈱ （コード番号：６８９７ 東証第２部） 

（ＵＲＬ http://www.twinbird.jp/ ）   

問合せ先 代表者 代表取締役社長 野水 重勝 ＴＥＬ：（０２５６）９２－６１１１ 

 責任者 経理部長    新嶋 昌泰  
 

１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
  ・引当金の計上基準等については、一部簡便的な方法を採用しております。 

  ・法人税等の算出方法については、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。 

  ・棚卸資産の評価方法については、実地棚卸は実施せず帳簿棚卸を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の変更の有無 ： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 
 

２．平成17 年３月期第３四半期業績の概況（平成 16 年３月 26 日 ～ 平成 16 年 12 月 25 日） 

（１）経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

17 年３月期第３四半期 13,031 △4.9 250 － 167 － △171 － 

16 年３月期第３四半期 13,709 － － － － － － － 

（参考）16 年３月期 18,553  546  72  △386  

 

 
１株当たり四半期 

（ 当 期 ） 純 利 益 

潜 在 株 式 調 整 後 

１株当たり四半期 

（ 当 期 ） 純 利 益 

  

 円 銭 円 銭     

17 年３月期第３四半期 △18.97 －       

16 年３月期第３四半期 －   －       

（参考）16 年３月期 △42.82 －       

（注）１．売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。 

２．売上高以外においては、当連結会計年度より四半期財務・業績の開示を行っておりますので、前年同四半期

実績及び増減率については記載しておりません。 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期の企業環境は、輸出の減速、ＩＴ関連事業の在庫調整、個人消費の停滞等、景気回復に対す

る減速の懸念が出ております。当社グループの主要市場である小物家電市場及びギフト市場でも経済情勢の

変化を反映し、デジタル家電等一部の好調な分野を除くと需要の低迷、競合の激化が続きました。 

このような状況下、当社グループの当第３四半期の業績は、売上高13,031 百万円（前年同期比678 百万円

減、4.9％減）、営業利益 250 百万円、経常利益 167 百万円を計上しましたが、当期純損益は 171 百万円の損

失計上となりました。売上高の減少に対しましては、流通チャネルに合わせた営業力強化、年末商戦に向け

ての新製品投入、年末贈答品の強化キャンペーン等の施策を進めましたが回復に至らず、第３四半期（平成

16 年 10 月～12 月）の売上高は4,813 百万円（前年同期比236 百万円減、4.9％減）に留まりました。 

収益面では売上減少に対し目標粗利率維持、経費節減、コストダウン等利益確保に努め、経常利益は 167

百万円を計上しました。しかし、ツインバード工業㈱での充電式スティック型クリーナーの自主回収実施に

伴なう見込費用250 百万円を特別損失に計上、法人税・事業税の見込額71 百万円を含めて当期損失は171 百

万円を計上しました。 

また、新冷却技術によるＦＰＳＣ事業は、理化学機器・医療機器関係、さらには小型低温物流関係からの

受注があり、すぐれた技術特性に対する評価も徐々に拡がりつつあります。 
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（２）財政状態（連結）の変動状況 （百万円未満切捨） 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円  百万円  ％   円 銭 

17 年３月期第３四半期 14,684  4,730  32.2 523.89 

16 年３月期第３四半期 －  －  －  －  

（参考）16 年３月期 14,473  4,867  33.6 539.00 

（注） 当該四半期より四半期財務・業績の概況を開示しているため、前年同四半期実績につきましては記載しており

ません。 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

 当第３四半期末における総資産は 14,684 百万円で、前連結会計年度末総資産 14,473 百万円に対して 210

百万円増加しました。内訳は、資産 210 百万円増加、負債 347 百万円増加、株主資本 136 百万円減少となっ

ております。 

 当社グループの売上減少に加え、ツインバード工業㈱での充電式スティック型クリーナーの自主回収に関

わる費用発生の影響により、運転資金調達のため長短借入金が増加（前連結会計年度末比 339 百万円増）し

ましたが、売掛債権、買掛債務、棚卸資産等の増減は通常の範囲内であります。当期損失 171 百万円計上に

より、「資本の部」の利益剰余金は同額減少しました。 

 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 （百万円未満切捨） 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期末残高 

 百万円  百万円  百万円  百万円  

17 年３月期第３四半期 △236  △322  515  427  

16 年３月期第３四半期 －  －  －  －  

（参考）16 年３月期 △56  △455  △735  470  

（注） 当該四半期より四半期財務・業績の概況を開示しているため、前年同四半期実績につきましては記載しており

ません。 

 

［連結キャッシュ・フローの状況に関する定性的情報等］ 

 当第３四半期末の現金及び現金同等物の残高は427 百万円で、前連結会計年度末残高470 百万円に対し43

百万円減少しました。 

各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費を中心とする増加要因に対し、輸入増加による前渡金

の増加（その他流動資産）等の要因により263 百万円の支出超過となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産取得により 322 百万円の支出超過となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金及び社債（私募債）発行等により 515 百万円の収入超過と

なりました。 

 

 

［平成 17 年３月期の連結業績予想］（平成16 年３月26 日～平成 17 年３月 25 日） 

 業績予想につきましては、平成 16 年 11 月 12 日発表の見通しに変更はありません。 

 なお、自主回収費用につきましては、中間期決算に計上した250 百万円以内におさまる見通しです。 
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１．（要約）四半期連結貸借対照表 

 （単位：千円） 

当四半期 

（平成 17 年３月期第３四半期末） 

（参考） 

平成 16 年３月期 区    分 

金  額 構成比 金  額 構成比 

     
（ 資 産 の 部 ）  ％  ％ 

Ⅰ 流 動 資 産     

現 金 預 金 1,339,364  1,365,794  

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 4,342,158  4,380,806  

棚 卸 資 産 3,261,781  3,229,915  

繰 延 税 金 資 産 14,512  11,565  

そ の 他 485,924  224,940  

貸 倒 引 当 金 △255,960  △255,475  

流動資産合計 9,187,781 62.6 8,957,546 61.9 

Ⅱ 固 定 資 産     

有 形 固 定 資 産     

建 物 及 び 構 築 物 1,288,245  1,344,147  

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 193,690  236,986  

土 地 2,148,707  2,113,847  

建 設 仮 勘 定 25,424  13,443  

そ の 他 716,889  728,800  

有形固定資産合計 4,372,958 29.8 4,437,227 30.6 

無 形 固 定 資 産 49,216 0.3 50,673 0.4 

投 資 そ の 他 の 資 産     

投 資 有 価 証 券 728,866  673,816  

繰 延 税 金 資 産 24,030  23,308  

そ の 他 408,589  418,368  

貸 倒 引 当 金 △87,260  △87,687  

投資その他の資産合計 1,074,227 7.3 1,027,805 7.1 

固定資産合計 5,496,402 37.4 5,515,706 38.1 

資産合計 14,684,184 100.0 14,473,253 100.0 

     
 



 

4 

 （単位：千円） 

当四半期 

（平成 17 年３月期第３四半期末） 

（参考） 

平成 16 年３月期 区    分 

金  額 構成比 金  額 構成比 

     
（ 負 債 の 部 ）  ％  ％ 

Ⅰ 流 動 負 債     

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 2,575,079  2,613,861  

短 期 借 入 金 1,813,600  1,707,671  

１ 年 以 内 返 済 予 定 

長 期 借 入 金 
1,043,348  902,217  

１年以内償還予定社債 40,000  －  

未 払 法 人 税 等 17,048  83,843  

未 払 消 費 税 等 40,108  54,612  

賞 与 引 当 金 29,250  113,000  

リ コ ー ル 損 失 引 当 金 97,071  －  

そ の 他 951,119  931,281  

流動負債合計 6,606,627 45.0 6,406,487 44.3 

Ⅱ 固 定 負 債     

社 債 140,000  －  

長 期 借 入 金 2,536,660  2,444,478  

繰 延 税 金 負 債 89,434  66,037  

退 職 給 付 引 当 金 195,634  156,374  

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 263,142  422,549  

そ の 他 5,905  9,832  

固定負債合計 3,230,778 22.0 3,099,272 21.4 

負債合計 9,837,406 67.0 9,505,760 65.7 

     

（ 少 数 株 主 持 分 ）     

少 数 株 主 持 分 116,022 0.8 100,337 0.7 

     

（ 資 本 の 部 ）     

資 本 金 1,742,400 11.9 1,742,400 12.0 

資 本 剰 余 金 1,748,600 11.9 1,748,600 12.1 

利 益 剰 余 金 1,136,148 7.7 1,307,535 9.0 

その他有価証券評価差額金 103,607 0.7 68,619 0.5 

資本合計 4,730,755 32.2 4,867,155 33.6 

負債、少数株主持分及び資本合計 14,684,184 100.0 14,473,253 100.0 
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２．（要約）四半期連結損益計算書 

 （単位：千円） 

当四半期 

（平成 17 年３月期第３四半期） 

（参考） 

平成 16 年３月期 区    分 

金  額 百分比 金  額 百分比 

   ％  ％ 

Ⅰ 売 上 高 13,031,158 100.0 18,553,649 100.0 

Ⅱ 売 上 原 価 9,826,637 75.4 14,040,448 75.7 

売 上 総 利 益 3,204,521 24.6 4,513,200 24.3 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,954,483 22.7 3,966,775 21.4 

営 業 利 益 250,037 1.9 546,425 2.9 

Ⅳ 営 業 外 収 益 141,979 1.1 169,262 0.9 

Ⅴ 営 業 外 費 用 224,827 1.7 643,625 3.4 

経 常 利 益 167,189 1.3 72,061 0.4 

Ⅵ 特 別 利 益 28,490 0.2 15,262 0.1 

Ⅶ 特 別 損 失 280,984 2.2 67,744 0.4 

税金等調整前四半期純損失

（△）又は税金等調整前当期

純利益 

△85,304 △0.7 19,579 0.1 

法人税、住民税及び事業税 71,155 0.5 111,540 0.6 

法 人 税 等 調 整 額 △4,142 △0.0 267,377 1.4 

少 数 株 主 利 益 19,070 0.1 27,337 0.2 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 損 失 △171,387 △1.3 △386,675 △2.1 

 

 

３．四半期連結剰余金計算書 

 （単位：千円） 

当四半期 

（平成 17 年３月期第３四半期） 

（参考） 

平成 16 年３月期 区    分 

金  額 金  額 

     
（資本剰余金の部）     

Ⅰ．資本剰余金期首残高  1,748,600  1,748,600 

Ⅱ．資本剰余金期末残高  1,748,600  1,748,600 

     

（利益剰余金の部）     

Ⅰ．利益剰余金期首残高  1,307,535  1,716,786 

Ⅱ．利益剰余金減少高     

 １．当期純損失 171,387  386,675  

 ２．配当金 － 171,387 22,575 409,250 

Ⅲ．利益剰余金期末残高  1,136,148  1,307,535 
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４．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 （単位：千円） 

当四半期 

（平成 17 年３月期第３四半期） 

（参考） 

平成 16 年３月期 区    分 

金  額 金  額 

   
Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△）又は税

金等調整前当期純利益 
△85,304 19,579 

  減価償却費 361,315 488,220 

  貸倒引当金の増加額 57 131,349 

  賞与引当金の減少額 △83,750 △10,000 

  退職給付引当金の増加額 39,260 51,793 

  役員退職慰労引当金の増加額（△減少額） △159,407 2,778 

リコール損失引当金の増加額 97,071 － 

  保証債務の減少額 △2,421 △2,335 

  受取利息及び受取配当金 △13,747 △11,818 

  支払利息 73,117 101,215 

  為替差益 △287 △12,760 

  投資有価証券売却損（△益） 691 △3,619 

  有価証券評価損 － 5,012 

  固定資産売却益 △18,975 △1,449 

  固定資産圧縮損 － 6,863 

固定資産除却損 4,939 16,054 

  ゴルフ会員権評価損 － 199 

  その他損益 0 1,985 

  売上債権の減少額（△増加額） 37,105 △701,671 

  棚卸資産の減少額（△増加額） △31,866 56,638 

  その他流動資産の増加額 △231,184 △38,881 

  仕入債務の減少額 △38,781 △99,858 

  その他流動負債の増加額 13,422 148,399 

小  計 △38,743 147,696 

  利息及び配当金の受取額 13,974 11,647 

  利息の支払額 △73,886 △99,092 

  法人税等の支払額 △137,949 △116,853 

 営業活動によるキャッシュ・フロー △236,605 △56,602 
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 （単位：千円） 

当四半期 

（平成 17 年３月期第３四半期） 

（参考） 

平成 16 年３月期 区    分 

金  額 金  額 

   
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

  定期預金の預入による支出 △1,417,402 △1,315,904 

  定期預金の払戻による収入 1,400,400 1,311,902 

  有形固定資産の取得による支出 △307,265 △489,487 

  有形固定資産の売却による収入 41,825 2,300 

  投資有価証券の取得による支出 △753 △903 

  投資有価証券の売却による収入 4,000 11,044 

  短期貸付金の実行による支出 △211,000 △149,000 

  短期貸付金の返済による収入 182,000 160,000 

  その他投資活動による支出 △22,996 △15,480 

  その他投資活動による収入 8,397 30,503 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △322,795 △455,025 

   

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

  短期借入金の純増加額（△減少額） 105,928 △767,833 

  長期借入金の返済による支出 △766,686 △1,441,338 

  長期借入による収入 1,000,000 1,500,000 

社債の償還による支出 △20,000 － 

  社債の発行による収入 200,000 － 

  配当金の支払額 △45 △22,534 

  少数株主への配当金の支払額 △3,516 △3,516 

財務活動によるキャッシュ・フロー 515,680 △735,223 

   

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 287 12,760 

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △43,432 △1,234,091 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 470,860 1,704,952 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 427,428 470,860 
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５．セグメント情報 

 ［事業の種類別セグメント情報］ 

 

当四半期（平成17 年３月期第３四半期） （単位：千円） 

区 分 家電製品事業 商事関連事業 健康機器事業 その他事業 計 消去又は全社 連 結 

売上高 7,445,581 4,161,173 673,123 751,278 13,031,158 0 13,031,158 

営業費用 6,912,601 4,019,834 573,717 702,988 12,209,141 571,979 12,781,120 

営業利益 532,980 141,339 99,406 48,290 822,017 △571,979 250,037 

（注）１．事業区分は、製品の種類及び販売市場の類似性等を考慮して区分しております。 

２．各事業の主な製品 

(1) 家電製品事業………蛍光灯デスクスタンド、コーヒーメーカー・グリル鍋・ジューサーミキ

サー・フードプロセッサー等調理家電、クリーナー、防水液晶テレビ、防

水ＣＤプレーヤー、空気清浄機、アイロン、ポータブルクーラーボックス 

(2) 商事関連事業………フリーチョイス・カタログ販売、酒類 

(3) 健康機器事業………ハンドマッサージャー、フットマッサージャー、シートマッサージャー 

(4) その他事業…………時計、キッチンタイマー、多機能ランタン 

３．営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は 571,979 千円であり、当

社の総務、経理、経営企画及び商品開発に係る費用であります。 

 

 

（参考）前連結会計年度（平成16 年３月期） （単位：千円） 

区 分 家電製品事業 商事関連事業 健康機器事業 その他事業 計 消去又は全社 連 結 

売上高 10,671,654 5,728,489 957,630 1,195,875 18,553,649 － 18,553,649 

営業費用 9,883,444 5,481,506 796,833 1,229,761 17,391,545 615,678 18,007,223 

営業利益 788,209 246,982 160,797 △33,886 1,162,103 △615,678 546,425 

（注）１．事業区分は、製品の種類及び販売市場の類似性等を考慮して区分しております。 

２．各事業の主な製品 

(1) 家電製品事業………蛍光灯デスクスタンド、コーヒーメーカー・グリル鍋・ジューサーミキ

サー・フードプロセッサー等調理家電、クリーナー、防水液晶テレビ、防

水ＣＤプレーヤー、空気清浄機、アイロン、ポータブルクーラーボックス 

(2) 商事関連事業………フリーチョイス・カタログ販売 

(3) 健康機器事業………ハンドマッサージャー、フットマッサージャー、シートマッサージャー 

(4) その他事業…………時計、キッチンタイマー、多機能ランタン 

３．営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は 615,678千円であり、当

社の総務、経理、経営企画及び商品開発に係る費用であります。 

 

 


